
数学（ 数学探究Ⅳ ） 学 習 指 導 案

日 時 平成２９年 ６月１３日（火）第１時限

講 座 ３年１組 場 所 特４教室 指導者 岩部 智

単 元 第９章 解析学Ⅲ 教科書 高等学校 数学Ⅲ（数研出版）

指 １ 微分・積分の考えについて理解し、そ 指 １ 微分法・・・・・・・・・・４時間
れらの有用性を認識するとともに、事象 （本時はその２時間目）

導 の考察に活用できるようにする。 導 ２ 積分法・・・・・・・・・・４時間
２ 平面上の曲線がいろいろな式で表され ３ 複素数平面・・・・・・・・４時間

目 ることや複素数の図形的意味を理解し、 計 ４ 式と曲線・・・・・・・・・４時間
それらを事象の考察に活用できるように

標 する。 画

本時の主題 関数の極大・極小と中間値の定理

前時の課題 プリント（関数の極大・極小と中間値の定理 ＮＯ.１）の １ ２ を解いておく。

本
時 関数の値の変化を調べる手段として、中間値の定理が有用であることを理解させる。
の
目
標

学 習 活 動 時間 指導上の留意点 評価規準・方法・資料等

導 前時の課題を確認する。 ５ ・ の符号を決定する方
法を確認させる。

入
指

１ ４つの関数の特徴を話 15 ・ の解を求めるこ 【評価規準】
し合い、２つのグループ とができない関数がある ・関数の値の増減を調べ、
に分ける。 ことに気付かせる。 極値を求めることができ

展 る。

２ ４ 「 の極 10 ・中間値の定理を用いて、 ＜数学的な技能＞

導 値を求めよ。」の解説を 方程式の解の範囲が推測 【評価方法】
聞く。 できることを確認させる。 ・机間観察による解答の

確認
・プロジェクタ

３ ５「 の極 15 ・机間観察により、理解度 【評価規準】

値を求めよ。」を解き、 を把握するとともに、適 ・模範解答の簡潔さを理
過 その解説を聞く。 宜指導する。 解できる。

開 ＜関心・意欲・態度＞
【評価方法】
・解答を回収し、理解状
況を個別に確認

・プロジェクタ
程

整 本時の学習内容をまと ５ ・中間値の定理を用いると、
め、次時の予告をする。 関数の値の変化が分かるこ

理 とに着目させる。

次時の 2014年度 第２回ベネッセ・駿台記述模試 Ｚ５ （微分）の問題を解いてくる。
課 題

備 考 理系 生徒数 ４０ 名（男子２９名、女子１１名）
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